







A Study on the Proces of Play Therapy 
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下位カテゴリー 内 :t; 


























A，o 好 意 ニ yクネームや名目1)を呼ぶ。子どもの
!i似をする。あいさつ
AIl 緊緩解消 幸せ・満足・快感の表現。夫い ・ユー
モア ・お礼。




















8， 不 同 1聖 相手の行為や意見Iζ対する不同意とJX
対。疑問の提出。
日2 非鍛 .t日否 相手を受け入れない。ミスや欠点の儲
嫡。
Bl ハー ト'な 有無をいわせす，相手を怠のままICし
命令 ・ ~止 ょうとするおどし。
B. ，、ー ドな..告 おどし.-}j的に相手を不安にかりた
てるようなJ集。
f-しないと~してしまいますよ。J





B8 ハー ドは臼己主 f乙の}jが強いよ。 ζんな乙わい顔し
~・ 臼己顕示 てるもの。」


















( 3 ) 









C， 健案・ 示唆 t是案・示唆・助J"o r.したらJ
f-しましょうJf-してこらんJ。
C2 y< 頼 f-してく uる?J 





C5 J午nJ• J是認 自分の行動のし方κついて J午uJ・是
を求める 認、・示唆 ・助fすなどを求める。
f-してし、L、?J f-しましょうか。」







0， 分析 ・窓見 分析・意見・縫pl・洞察 ・診断・解釈
(思考の過nとして推aか入ること。)
， 「あれと附したと盟、うけとJ
O2 評 価 価値判断。たたし.綱手lCu'i後loJけら
れる時は， A: iJ定. B:笥定iζ入る。
ts.るべく相手と綴れた部分での将価て
ある乙と。「す乙し変ね。Jf-みたい」

































E， 6車 @き刃也、 相手の百ったこと，したことを確かめ
る。
日8 明 催 化 要約， いいかえる。不充分な発言を補
う。はっきりいう。 Aの受容より， t，書
緒的でなく ，~J'flや教示の:意図が入る。




















りと議la セッション 時 間 * (分)
絵 第 7 回 7 . 1 
1 0 4 . 5 
本 1 1 9.8 
ブ 2 2 0 . 1 
フ
レ 4 1 8 . 6 
ノレ 1 3 19. 0 
乃 2 4 . 0 
ピ ・
ス 1 0 7 . 0 
卜
ノレ 1 1 5 . 3 
怪 3 1 3 . 1 
7 1 3 . 1 









第 1回 '81.. 6 . 3 15.: 15 - 15: 46 
2 '81 . 6 . 13 15:20 - 16:05 ・
3 '81 . 6 . 27 15 : 20 - 16: 06 
4 '81 . 7 . 4 15 : 20 - 16: 04 
5 '81 . 7 . 18 15: 25 - 16: 13 
6 '81 . 8 . 1 14 : 10 - 14: 41 
7 '81 . 9 . 12 15: 15 -. 15: 42 
8 '81 . 9 . 26 15: 20 - 15: 52 
9 '81 . 10. 7 9 : 58 - 10: 30 
10 '81 . 10 . 14 9 : 55 - 10: 29 
1 '81 . 10 . 21 9 : 55 - 10': 29 
12 '81 . 1 . 18 9 : 57 - 10: 37 
13 '81 . 1 . 25 9 : 55 - 10: 40 
14 '81 . 12 . 9 9 : 55 - 10: 42 





















































































































































































































































惚二 A B C D E Z十
2 1 。。。1 4 3 5 
7 
(60.0) (0 ) (0 ) (0 ) (40.0) 絵
17 。。 1 9 37 
10 
(45.9) (0 ) (0 ) ( 2.7) (51.4 ) 
23 。。。1 9 4 2 
11 本
(54.8) (0 ) (0 ) (0 ) (45.2) 
。十 61 。。 5 2 1 1 4 
iざ;二 A B C D E 5十
6 。 6 。 4 1 6 
2 
(37.5) (0 ) (37.5) (0 ) (25.0) プ
1 4 。 3 。J 3 30 7 
4 
(46.7) (0 ) (10.0) (0 ) (43.3) レ
32 。。。1 4 4 6 
1 3 ノレ
(69.6) (0 ) . (0) (0 ) (30.4) 
52 。 9 。3 J 92 
|ごま; A B C D E 2十
6 。 。 3 1 0 
2 
刀(60.0) (0 ) (10.0) (0 ) (30.0) . 
15 3 2 1 4 35 ピ10 
(42.8) ( 2.9) ( 8.6) ( 5.7) (40.0) ス
4 。 2 8 ト
11 Jレ
(50.0) (0 ) 02.5) (12.5) (25.0)‘ 
3十 25 5 3 1 9 53 
ヨミ A B C D E 五十
1 5 。。 3 1 0 28 
3 
怪(53.6) (0 ) (0 ) (10.7) α5.7) 
1 3 。。 4 1 0 27 
7 
(48.1 ) (0 ) (0 ) (14.8) (37.1 ) 
30 2 4 20 57 
獣9 
(52.6) ( 1.8) ( 3.5) ( 7.0) α5.1 ) 











チ 絵 本 プラレール Y】・ヒヌトル 怪 猷
ヨ
リ' 
下位カテコd リー 7110 1112 4113 2110 11 3 7 ~ 」 一』ー ト トー
A， l司 意 111 
A， 共感・止持・他E・踊盟 21512 5 1 1 3
A， 共感的〈り返し 513 612 21 4 21 11 6 
A 1 A. 共感的 g ri~ ft 613 712 31 8 21 7 1 13 219 
[ A. 共感的疑問 l
向 ト13τ A， 共感的問いかり 21313 4 1 4 51417 
トー トー
A， 冊目 め・激 励 1 1 2 3 2 1 1 
A. 配慮・媛助 3 111 1I1 
定
A. 賞賛・卑下 21 1 3 2 
トー 一一
A ，0 h子 愈
ト一一
A" 緊 4院解消 2 J 1 4 2 
A" 感嘆 1司
B， 不 同 意
B， J~ 煙・担! & 
B I B， ハー ドな命令・銭止
{ B. ハードは嘗告
盃








C， 提l!・示 唆 31 2 111 
C， 依頼




〕 C， 許 DJ.是 12
C， うはがし・呼ぴカ柑
010， 分析・愈見 13 313 
見愈 0， 評 価
評価
D， 意向を!聞く 21 1 III 
D. 欲望'・願"I!のJ，(tJj
E， 単純な質問 712 91 1 412 111 1 13 <12 
E， 教事的質問 21412 3 
E 
E， 状況鋭明 214 21 1 412 4 417 
〔
J E‘ ひとり ιと 2 3 1I1 1 13 
向 E. 教 Jヲ《 415 2 1 1 4 111 5 
つ E. 聞き返し l
り E， 確 認 112 3 31 1 13 
〕
E. 明 S量 化 l 2 
























































3.78 。。0.22 4.22 
1 0 8.22 











。 D -ーーι 司ー
7 10 1 セッション尚
図 1 r絵本」遊びの各セッションにおける野定率
コ;: AI Az A3 A4 As A6 A7 A8 A9 A 10 AII A 12 2十
2 5 6 2 。 3 。。 。
7 2 1 
( 4.8) ( 9.5) (23.8) (28.5) ( 4.8) ( 9.5) 。(14.3) ( 4.8) 。。。
5 3 3 。 3 。 。。 。
10 1 7 
( 5.9) (29.5) (17.6) (17.6) 。(17.6) 。。 。( 5.9) 。( 5.9) 。 2 6 7 3 。 。 2 。 2 。
11 23 。( 8.7) (26.1 ) (30.4) ( 4.3) (13.0) 。。( 8.7) 。( 8.7) 。
計 2 9 14 16 2 8 。 3 3 2 6 1 
表6 c 下位カテゴリーの結果 (E:方向つけ〕
( )内は評定率$
コ;: EI E2 E3 E4 Es E6 E7 E8 E9 2十
7 2 2 。。 。
7 1 4 
(50.0) (14.3) (14.3) 。。( 7.1) ( 7.1) ( 7.1) 。
2 4 4 2 4 。 2 。
1 0 1 9 
(10.5) (21.1 ) (21.1) (10.5) (21.1 ) 。(10.5) 。( 5.2) 
9 2 2 。 5 。 。 。
11 1 9 
(47.4) (10.5) (10.5) 。(26.3) ( 5.3) 。 。 。
18 8 8 2 9 2 3 52 
(A :宵定) (表7-b参照)

























コ;:;A B C D E 2十
0.30 。0.30 。0.20 
2 0.8 
(37.5) 。α7.5) 。α5.0) 
0.75 。0.16 。0.70 
4 1.61 
(46.7) 。(10.0) 。(43.3) 
1.侃 。。。0.74 
1 3 2.42 
(69.6) 。。。。0.4)
表7-b 下位カテゴリーの結果 (A:肯定〕
コ;:;A. A2 A3 A4 As A6 A7 As A9 A.o A.. A .2 J十。。 2 2 。。 。 。。 。
2 6 。。。3.3)(33.3) 。。(16.7) 。(16.7) 。。。。。 2 3 。 4 2 。 。
4 1 4 。。(14.3) (21.4) 。(28.7) (14.3) ( 7.1) 。( 7.1) ( 7.1) 。。 5 4 8 。 4 3 3 。 4 。
1 3 32 。(15.6) (12.5) α5.0) 。(12.5) ( 9.4) ( 3.1) ( 9.4) 。(12.5) 。
3十 。 5 8 13 。 8 6 2 4 5 。 5 2 
表7-c 下位カテゴリーの結果 (E:方向づけ〕
コ;:;E. E2 E3 E4 Es E6 E7 Es E9 2十。 。 2 。 。。 。
2 4 
α5.0) 。α5.0) 。(50.0) 。 。。 。
4 4 。 。。 2 
4 1 3 
α0.8) ( 7.7) 。0.8) 。( 7.7) ( 7.7) 。。(15.3) 
2 。 2 3 4 。 3 。 。
1 3 1 4 
(14.3) 。(14.3) α1.4) (28.6) 。(21.4) 。 。
3十 7 7 3 7 3 2 3 1 
<補足>
第 2回:C1(3) ~ C3(3) 


















コ;:A B C D E 3十
1.50 。0.25 。0.75 
2 2.50 
(60.0) 。(10.0) 。。0.0)
2.14 0.14 0.43 0.29 2.00 
10 5.∞ 
(42.8) ( 2.9) ( 8.6) ( 5.7) (40.0) 
0.75 。0.19 0.19 0.38 
1 1 1.51 














D - __..，・- -。
2 10 I セッションNo.
図3 r刀・ピストル」遊びの各セッションにおける評
定率
コ竺;AI A2 A3 A4 A5 A6 A7 As Ag A10 AII AI2 。。。 2 。 3 。 。 。。 。
2 6 。。。。3.3) 。(50.0) 。(16.7) 。 。。。。。。 7 。 2 。 2 。 2 
10 1 5 。。。(46.7) 。(13.3) 。( 6.7) (13.3) 。(13.3) ( 6.7) 。。。 。。 。 。 。
II 4 。。。α5.0) (25.0) 。。 。(25.0) 。(25.0) 。
E十 。。。 10 5 。 2 3 。 3 25 
表8-c 下位カテゴリーの結果 (E:方向づけ〕
三点; EI E2 E3 E4 E5 E6 E7 Es Eg 2十。。。 。。 。
2 3 
(33.3) 。。。(33.3) 。。(33.3) 。
4 5 。 。
10 1 4 
( 7.1) ( 7.1) (28.7) ( 7.1) (35.8) 。( 7.1) 。( 7.1) 。。 。。 。。 。
1 1 2 
(50.0) 。。(50.0) 。。 。。。


















??， ， ? 、
-258一 児 重 ，.". ヲユ
表9 r怪獣J遊びの評定数および評定率
表9--a 単位時間(1分間)当りの評定数
二立と A B C D E ;十
1.15 。。0.23 0.76 
3 2.14 
(53.6) 。。(10.7) (35.7) 
0.99 。。0.31 0.76 
7 2.06 
(48.1) 。。(14.8) 。7.1)
2.22 0.07 0.15 0.30 1.48 
9 4.22 
(52.6) ( 1.8) ( 3.5) ( 7.0) 。5.1)
.&9-b 下位カテゴリーの結果 (A:肯定〕
二立と AI A2 A3 A4 As A6 。。 2 3 。 5 
3 。。03.3) (20.0) 。(33.3) 。 2 。 4 
7 。( 7.7) ( 7.7) (15.4) 。(30.8) 。 3 6 9 。 7 
9 。(10.0) (20.0) i (30.0) 。(23.3) 
5十 。 4 9 14 。 16 
表9-C 下位カテゴリ ーの結果 (E:方向つ♂け〕
コ宍; EI E2 E3 E4 Es E6 
3 。。。
3 
(30.0) 。。。(10.0) (10.0) 
4 。 4 。。
7 
(40.0) 。(40.0) (10.0) 。。
2 3 7 3 。
9 
(10.0) (15.0) 。5.0)(15.0) 。( 5.0) 
















~-ーーー ー ー一--. 
D _・-ー¥
、
3 7 9 セッションNo.
図4 r怪獣」遊びの各セッショ ンにおける評定率
A7 A8 Ag 
2 。
(13.3) 。( 6.7) 
2 。
( 7.7) (15.4) 。。 。
。( 3.) ， 。
3 | 3 


















AII A 12 
1 5 






(10.0) ( 3.3) 
6 2 58 
<補足>
第 3回・ D1(3) 



































































主芯と A B C D E 
2.85 。。0.05 2.43 
絵 本
(53.5) 。。( 0.9) (45.6) 
プラ 0.90 
。0.16 。0.54 
レーノレ (56.5) 。( 9.8) 。(33.7) 
刀・ 1.53 0.06 0.31 0.18 1.17 
ピストJレ(47.2 ) ( 1.9) ( 9.4) ( 5.7) 。5.8)
獣
1.46 0.03 0.05 0.28 1.01 











-260一 児 重 ふAゐ守ー
表 10-b 下位カテゴリーの結果 〈評定率}> (A:肯定〕
よぷと AI A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 AIO AII AI2 5十
絵 本 3.2 14.7 22.9 26.4 3.2 13.0 。 4.9 4.9 1.8 3.2 1.8 100.0 
フ.ラレ-)レ 。10.0 15.6 25.4 。15.6 Il.l 3.3 7.8 2.2 10.0 。 100.0 
万・ピストル 。。。39.7 3.9 20.3 。 7.8 11.7 。11.7 3.9 100.0 
怪 獣 。 6.8 15.8 24.0 。27.6 5.5 5.5 2.1 。10.3 3.4 100.0 
表10-c 下位カテゴリーの結果 〈評定手珍 (E:方向づけ〕
ぶぷと EI E2 E3 E4 E5 E6 
絵 本 34.7 15.2 15.2 3.7 17.4 3.7 
プラレール 22.2 3.6 22.2 9.3 22.2 3.6 
万・ピストル 15.3 5.1 21.4 10.3 31.6 。
f茎 獣 26.7 7.9 27.7 9.9 3.0 5.0 
はどの遊びにおいてもA4であり，とくに「万・ピスト
























E7 E8 Eg 3十
一一
5.9 2.1 2.1 100.0 
ー
9.3 。 5.6 100.0 
5.1 5.1 5.1 100.0 



























































































P 1 5 4ー 168(1974)




1. In the psychotherapeutic process of Case K (male， 5 :6)， play therapy for K were practiced in conjunction with 
∞unselling for his mother. 
2. The play therapy was carried out on Axline's child-centered standpoint.τlIe therapist engaged in the treatment. 
however. being a senior student of the university. had no previous experienωin play therapy 
3. The therapy took place once a week and lasted about forty minutes each time. After the treatment a conference 
was held between the thepist and the counsellor 
4. In order to investigate the therapeutic process for beginners， the following data were prepared: 
(15) 
-262- 児 童 学
a. interview record of the therapist 
b.ωssette tape recording the whole therapy， and its verbatim written record 
c. interview record of the counsellor 
5. Based on this word-for.word record of oral exchanges between the therapist and the child， and with the recorded 
tape as an aid， evaluation was completed in each of the categories that are found in Fukaya's Categories in Behavior 
Analysis for Therapists' Use. 
The categories are classified into two groups: response as a feeling expression and response as a means for achieve-
ment. In the former group are included ( A ) Affirming and ( B ) Negative， while ( C ) Proposing， ( 0) Commenting 
& Evaluating， and ( E ) Orientating belong to the later. 
6. Evaluation was also made on four kinds of play which the child enjoyed for long and tried most frequently in the 
process of therapeutic treatment. They are ( 1 ) picture books， ( 2) plastic model trains， ( 3) swords and pistols， 
and ( 4 ) toy-monsters. 
7. The results obtained are as follows: 
In (A ) Affirming， the percentage was around 50% in a1l the four kinds of play. This proves that the therapist's 
attitude towards the child was mostly agreeable and positive. 
In (B ) Negative， the percentage obtained was below two. This reveals that the therapist showed very litle of 
negative reaction to the child. 
In (C) Proposing， the percentage was about 10 in the monster play and the sword & pistol play， but in the 
picture books and the model trains the percentage was les than two. 
In (D) Commenting & Evaluating， 10% in the monster play 6%加 the sword & pistol play， and les than one 
percent in the other two. 
In ( E ) Orientating， more than 30% in al plays目
Especially in the picture.book therapy， 46%. 
8. By adopting the method of category analysis， mutual responses exchanged betwe巴nthe therapist and the child 
can be evaluated objectively， and the therapist's personal impressions about his therapeutic relation to the child 
ωn be supported statistically. Verbatim written records and category analysis will prove to be very effective to the 
improvement of the therapist's skils. 
(16) 
